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インテグリン α7 は THP-1 マクロファージの樹状

細胞への分化を制御する. 第 56 回日本結合組織

学会学術大会，つくば市，2024.11.26-28,抄録集

p.133.
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1) 前川知樹：老化による幹細胞ニッチ変容機構解明と

骨再生への展開，MBD-21 研究会，名古屋，2024．
11.9.

2) 川崎 勝盛: 表皮発生における Reptin と一次繊毛

の関連性について. 第 44 回 峠の会 形態科学セ

ミナー，阿賀野市，2024.8.1.
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1) 前田健康：令和６年度医学/歯学教育指導者のた

めのワークショップコーディネーター．文部科

学省．
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会委員.厚生労働省.
3) 前田健康：歯科医療提供体制等に関する検討会

構成員.厚生労働省.
4) 前田健康：科学技術政策研究所専門調査委員．

文部科学省科学技術政策研究所．

5) 前田健康：研究支援事業事前評価外部専門家，科

学技術振興機構.
6) 前田健康：日本学術会議第 26 期連携会員（基
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7) 前川知樹：日本学術会議第 26 期連携会員（基

礎系歯学分科会）.
8) 前川知樹：日本学術会議第 26 期連携会員（臨

床系歯学分科会）.
9) 前川知樹：日本学術会議第 26 期連携会員（病

態系歯学分科会）．

10) 前川知樹：日本学術会議第 25, 26 期連携会員

（若手アカデミー）.
11) 前川知樹：日本学術会議第 26 期連携会員（科

学者委員会 学術研究振興分科会）.
12) Maeda T: Archives of Histology and Cytology
13) Maeda T: Anatomical Science International
14) Maeda T: Biomedical Research
15) Maeda T: Journal of Oral Tissue Engineering
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17) Maeda T: Frontiers in Dental Medicine
18) Maekawa T: Frontiers in Oral Health
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扁桃マイクロバイオームが慢性腎臓病に及ぼす包

括的メカニズムの解明，日本学術振興会科学研究補

助金，基盤研究(C)，22K10337，2024. 
2） 小坂健、葭原明弘 他：成人期における口腔の健康と



－70－ 

全身の健康の関係性の解明のための研究、厚生労働

科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣
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8） 小田島あゆ子：独居高齢者の栄養状態と口腔健康

状態の関連 ー地域社会における孤立防止を目指

してー. 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研

究，24K20100，2024． 
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会科学研究費助成金, 基盤研究（C）, 19K10147, 
2024. 

19） Roxana Stegaroiu，荒井良明，黒川孝一，田中茂雄：
骨梁三次元有限要素モデルの応力からインプラン

ト過重負担と辺縁骨吸収との関連を探る，日本学術

振興会科学研究費補助金，基盤研究（C），20K10031，
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20） 濃野要，金子昇，島田美恵子：超高齢期における口

腔機能低下を栄養摂取と身体的フレイルから考え

る，日本学術振興会科学研究費助成金, 基盤研究(C), 
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23） 小川祐司，山田貴穂，皆川久美子，濃野要，金子昇：
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24） 伊藤加代子，井上誠，高松潔，船山 さおり，本川佳

子，泉健次，濃野要：  エクオールは口腔乾燥症，

味覚障害，舌痛症の新たな治療法となりうるか？，
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に影響する. 第 97 回日本生化学会大会, 横浜市, 
2024 年 11 月 8 日. 
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年 11 月 2 日. 

7) Baldeon-Gutierrez R, Ohkura N, Yoshiba, Takahara S, 
Gomez-Kasimoto S, Edanami N, Ida T, Takenaka S, 
Noiri Y: TRPV1 and ANO1 involved in the acute pain 
during orthodontic treatment. The 26th JSCD/KACD 
Joint Scientifc Meeting, Himeji, 2024 年 11 月 21, 22 日. 
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高, 杉原俊太郎, 山本裕子, 宮沢春菜, 鎗田将史, 
新井恭子, 佐藤友則, 高橋直紀, 小牧基浩, 多部田 
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16) 大湊麗, 宮田昌幸, 若槻華子, 児玉泰光, 市川佳弥, 
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1) 葭原明弘：令和 6 年度新潟県健康づくり功労者県知事

表彰 
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調査，第 73 回日本口腔衛生学会 2024 年度論文奨励
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1) 中村健：令和 6 年度生活保護就労支援員全国研修会，
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2) 中村健：厚生労働省令和 6 年度社会福祉推進事業

「生活保護ケースワーカー等の研修のあり方に関

する調査研究事業」委員，一般財団法人日本総合研
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3) 中村健：生活保護における 3 つの自立支援とその推

進に向けた研修，国立保健医療科学院，2024. 
4) 中村健：令和６年度江戸川区生活保護業務適正実施

検証委員会，江戸川区，2024-2025. 
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17) 中村健：村上市生活困窮者自立支援事業全体会議，
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22) 中村健：生活保護行政 いのちを守る組織に，新潟
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歯科臨床教育学/歯科総合診療科 
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2) Piriyaprasath K, Hasegawa M, Iwamoto Y, Kamimura 
R, Hajrah A, Fujii N, Yamamura K, Okamoto K: Effects 
of treadmill running on anxiety- and craniofacial pain-
like behaviors with histone H3 acetylation in the brain 
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トの位置と術者の手長による比較検討. 日本歯科

医学教育学会雑誌 40(3) 110-8 2024. 
6) 野村 みずき, 宮本 茜, 田島 稜子, 長谷川 真奈, 

佐藤 拓実, 中村 太, 都野 さやか, 長澤 伶, 岩本 
佑耶, 藤井 規孝: 器械結びにおける動画の教育効

果に関する検討. 日本総合歯科学会雑誌 16 29-38 
2024. 

7) 中村 太, 長谷川 真奈, 佐藤 拓実, 都野 さやか, 
野村 みずき, 長澤 伶, 藤井 規孝: 研修歯科医に

対する臨床研修における臨床教育効果についての

アンケート調査報告. 日本歯科医学教育学会雑誌 
40(3) 135-43 2024. 
 

【研究費獲得】 

1) 長谷川 真奈: ストレスによる高位脳の機能変調が

顔面痛を増大させる中枢メカニズムの解明. 日本学

術振興会科学研究費補助金 基盤研究(C), 24K13111, 
2024. 

2) 中村 太: モーションキャプチャ・システムを用いた

歯科臨床教育の検討. 日本学術振興会科学研究費補

助金 若手研究, 23K16219, 2023. 
3) 都野 さやか: Tacit Mannersの解明がもたらす技能教

育の効率化. 日本学術振興会科学研究費補助金 若
手研究, 23K12823, 2023. 

4) 藤井 規孝:“視野の共有＝プロの目の借用”が歯科

治療技術向上に与える影響の解明. 日本学術振興会

科学研究費補助金 基盤研究(C), 22K02281, 2022. 
5) 岩本 佑耶: 米発酵エキス“酒粕”によるストレス解

消戦略. 新潟大学未来のライフ・イノベーションを

創出するフロントランナー育成プロジェクト（次世

代プロジェクト）研究費, 2023. 
6) 長澤 伶: 革新的な歯科臨床技能システム開発.新潟




